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地
域
医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
連
携

議
員　

県
立
中
央
病
院
と
周
辺
の
医
療

機
関
な
ど
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
検
査

画
像
や
処
方
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て

い
る
。
県
内
各
地
域
で
介
護
分
野
も
含

め
て
同
様
の
仕
組
み
を
確
立
し
、
質
の

高
い
医
療
の
提
供
や
医
療
費
軽
減
な
ど

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

医
療
資
源
の
連
携
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
大
変
効
果
的
と
考
え
、

医
療
と
介
護
の
連
携
も
含
め
、
地
域
医

療
介
護
総
合
確
保
基
金
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地
域
医
療
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
連
携
を
支
援
し
て
い
く
。

 

電
源
三
法
交
付
金
の
使
い
道

議
員　

発
電
施
設
等
の
設
置
促
進
な
ど

の
目
的
で
自
治
体
に
交
付
さ
れ
て
い
る

電
源
三
法
交
付
金
は
、
安
全
対
策
の
た

め
に
の
み
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
所
見
は
。

企
画
部
長　

電
源
三
法
交
付
金
は
、
安

全
対
策
の
み
な
ら
ず
、
発
電
用
施
設
周

辺
の
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
図
り
、

発
電
用
施
設
の
設
置
や
運
転
を
円
滑
に

進
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。
県

お
よ
び
県
内
市
町
村
で
は
地
域
の
実
情

に
応
じ
、
電
源
三
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

議
員　

県
民
の
体
感
治
安
の
向
上
に
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
の
推

進
と
住
民
自
身
の
防
犯
意
識
の
向
上
が

有
効
と
考
え
る
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

生
活
環
境
部
長　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な

ど
犯
罪
の
未
然
防
止
に
資
す
る
ハ
ー
ド

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
や

施
設
管
理
者
な
ど
に
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
新
た
に
、
効
果
的
な
事
例
な
ど

を
ま
と
め
た
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
配
布
す
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
国
体
に
向
け
た
機
運

向
上
、
重

症
心
身
障

が
い
者
施

設
の
充
実

な
ど
も
質

問
）

議
員　

国
道
二
四
五
号
は
、
災
害
時
に

避
難
道
路
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
重
要
な

道
路
で
あ
る
が
、
そ
の
四
車
線
拡
幅
に

向
け
た
東
海
村
内
の
整
備
状
況
は
。

土
木
部
長　

事
業
区
間
約
一
二
・
一
㌔

の
う
ち
約
八
・
三
㌔
区
間
の
整
備
が
完

了
し
て
お
り
、
残
る
区
間
に
つ
い
て
は
、

特
に
渋
滞
の
著
し
い
原
子
力
機
構
前
交

差
点
か
ら
原
電
前
丁
字
路
交
差
点
ま
で

の
区
間
を
優
先
し
て
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
鋭
意
、
用
地
取
得
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
交
差
点
改
良
も
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
安
全
協
定
拡
大
に

向
け
た
動

き
、
広
域

避
難
計
画

の
あ
り
方

な
ど
も
質

問
）

 
本
県
経
済
の
将
来
展
望

議
員　

経
済
発
展
と
格
差
の
解
消
を
進

め
な
が
ら
、
い
か
に
持
続
可
能
な
発
展

が
で
き
る
か
が
二
十
一
世
紀
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
本
県
の
経
済
の
将
来
展

望
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

知
事　

経
済
格
差
の
是
正
に
社
会
全
体

で
適
切
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
本

県
の
持
つ
優
位
性
や
潜
在
力
を
最
大
限

に
生
か
し
、
県
民
が
安
定
し
た
雇
用
環

境
の
中
で
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

し
て
い
け
る
、
人
口
が
減
少
す
る
時
代

に
あ
っ
て
も
日
本
を
牽
引
し
て
い
け
る

よ
う
な
県
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

運
転
免
許
証
更
新
に
お
け
る
高
齢
者
講

習
受
講
者
は
、
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
高
齢
者
講
習
の
充
実
に
向
け

て
、
今
後
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

警
察
本
部
長　

受
講
者
数
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
自
動
車
教
習
所
に
対
し

て
積
極
的
な
受
け
入
れ
の
要
請
や
教
習

指
導
員
の
確
保
と
計
画
的
な
育
成
を
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
高
齢
者
講
習
の
実
施
や

相
談
専
用
電
話
の
設
置
な
ど
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

い
ば
ら
き
成
長
産
業
振
興
協
議

会
の
取
り
組
み
は
、
中
小
企
業
の
成
長

分
野
進
出
や
若
者
の
雇
用
に
つ
な
が
る
。

協
議
会
の
活
動
成
果
と
今
後
の
展
開
は
。

商
工
労
働
部
長　

風
力
発
電
シ
ス
テ
ム

部
品
な
ど
、
大
手
企
業
等
か
ら
の
受
注

案
件
は
四
十
五
件
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
、
試
作
・
製
品
化
案
件
は
三
十
六
件

で
あ
る
。
今
後
と
も
、
最
新
技
術
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

中
小
企
業
の
受

注
拡
大
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、若
者
・

女
性
の
活
躍
促

進
策
、
医
療
と

介
護
の
連
携
な

ど
も
質
問
）

 

県
内
産
日
本
酒
の
振
興

議
員　

本
県
は
関
東
地
方
で
最
も
多
い

酒
蔵
を
有
し
て
い
る
な
ど
、
日
本
酒
は

本
県
に
と
っ
て
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

今
後
、
県
内
産
日
本
酒
の
振
興
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

県
内
産
日
本
酒
の
さ

ら
な
る
品
質
向
上
や
、
国
内
お
よ
び
海

外
に
お
け
る
販
路
の
拡
大
を
図
っ
て
い

く
。
こ
の
ほ
か
、
酒
蔵
ツ
ア
ー
な
ど
酒

蔵
を
活
用
し
た
誘
客
促
進
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
小

中
学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教

育
の
充
実
、
空

き
家
の
活
用
に

向
け
た
取
り
組

み
な
ど
も
質

問
）

下路　健次郎 議員
いばらき自民党
那 珂 郡 選 出

一括方式

運
転
免
許
証
更
新
に
お
け
る

高
齢
者
講
習
制
度
の
充
実 飯田　智男 議員

自民県政クラブ
常 総 市 選 出

分割方式

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍 ケ 崎 市 選 出  

一括方式

福地　源一郎 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出  

一括方式

中
小
企
業
の
成
長
分
野
へ
の

進
出
支
援

国
道
二
四
五
号
四
車
線
拡
幅
の

進
捗
状
況

県議会の役割は？
  県民の代表者による話し合いの場 
　私たちの住む茨城県を、より良い郷土にしていくためには、みんなで話し合い、
そして決めたことを実行していかなければなりません。しかし、県民全員が集まっ
て相談することは、実際には困難です。
　そこで、選挙によって代表者を選び、県民のために働いてもらう、という議会政
治の方法がとられ、県議会が設けられています。 
　県議会は、県民から選ばれた議員によって構成され、県民全体を幸福にするため
の方法について、話し合って決めています。なお、このような相談・決定の場を、
議事機関といいます。

  知事などの仕事を検査・調査 
　県議会で決められたことは、知事部局・教育委員会・公安委員会などにおいて、実
行に移されます。決められたことに基づき実際に仕事をする、これらのところを、執
行機関といいます。
　執行機関の仕事が適正なものか、決められたとおりに進められているかどうかにつ
いて、県議会は検査・調査をする権限を持ち、事務の内容について確認しています。
県議会（議事機関）と執行機関は、それぞれ独立した機関として対等の立場にあり、互
いに協力して県政を運営しているところから、車の両輪にたとえられています。

  2本の柱（議事機関と執行機関） 

高齢者講習の様子

防犯カメラの設置推進を

電源三法交付金で整備
した環境放射線測定局
（笠間市・下郷測定局）

分解した電気自動車を見学する協議会会員

議事機関

一般質問（要旨）


